
大

E
目
白
骨
白
骨
バ
岡
三
寸
一

H
，
『
一
一
輔
副
膏
個
個
調
珂
〔
.
圏
一
回
一
日
aE
行
)

舎苧瀞経学え圏帝都京

春三十二顎き事回盟理

議

随

檎

司fi'"電車E日一-1'司寸AεJ<:I己十.iEヌー

論

附

趨

寝

「
中
庸
」
に
見
は
れ
た
る
経
済
思
想
・
敬
授

経
済
議
命
H
M
誌
と
掛
川
週
経
済
委
員
合
政
技
法
ヂ
ド

不

花

者

課

税

論

・

・

一

致

授

草

悼

上

流
通
過
程
に
於
け
る
酒
税
の
輔
掠
助
敬
授
法

mEI

陪

問

位

向

剛

輸
出
信
用
保
険
に
つ
い
て
・

E

-
敬
投
器
削
巾
一
時
士

諮

副

浩

噛

隅

現
今
に
於
り
る
潟
替
相
場
の
盛
一
動
抗
出
正
山
叫
ん
叫
叫

担

肌

常

児

我
闘
財
政
の
建
造
-
-
-
-
数
民
話

mmT

琉
球
の
鹿
長
役
以
前
・
-
-
-
-
-
款
校
法
博
オ

掛

慨

錦

献

資
本
利
子
税
の
客
閣
に
就
て

d
山
匂
削
州
諸

徴
兵
制
度
反
射
宣
一
一
一
口
に
就
て
助
教
技
法
棋
士

資
際
賃
銀
ご
比
測
定
，

.
a

論
帥
需
品
工

辻山叫

A
ゆ・

鏑
た
持
伐
扶
山
品
川
中
世
正
・
培
M
出
品
合
金
辿
畠
山
品
川
・
市
庄
物
肱
嵐
山
特
此

A
畳
托
似
以
持
川
剛
川
品
川
・
水
曜
晴
抽
央

踊
叫
則

お
h
m
札
戸
市
m
f
I
l

-
-
f
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津

側

古

本

庄

柴

治

郎

山
本
美
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乃
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華l

銑

完
本
刺
子
松
内
山
骨
値
に
就
て

語

言葉

資
本
利
子
税
の
客
醐
聞
に
就
て

IU 
m 

vじ

資
本
利
子
枕

ω租
税
客
般
は
所
謁
貸
借
資
本

ω
牧

八
位
、
就
小
利
子
及
北
(
類
似
物
で
ゐ
る
o

然
る
仁
山
川
市
資

本
り
形
態
ゃ
、
(
副
一
)
其
投
資
郎
も
貸
借

ω柿
州
知
方
法
が

甚
に
多
伎
で
ゐ
る
。
従

τ其
所
有
者
が
獲
得
す
る
牧
盆

の
柿
狐
も
(
叫
ニ
)
方
法
等
も
亦
複
雑
で
あ
る
。
従
1
利

枕
立
法
上
、
制
附
微
の
市
中
山
H

上
‘
客
醐
阻

ω選
制
作
及
捕
仰
叫
が

困
難
ご
な
h
、
活
て
は
辿
脱
山
り
俳
地
も
亦
多
h
I
O

放
に

結
局
本
山
肌
は
不
均
一
に

L
か
跳
徴

L
得
旧
制
ご
さ
へ
考
へ

ら
る
、
。
之
れ
課
税
内
会
一
中
原
則
上
遺
憾
な
こ
己
で
あ

る
。
而
も
此
客
位

ω捕
捉
が
不
均
な
る
を
動
機
ご

L
て

貸
伯
資
本
が
漣
肱
り
除
川
山
を
辿
つ

t
流
動
し
、
共
料
川
本

意
外
出
り
輔
嫁
を
生
す
る
に
於
て
は
一
一
尉
考
践
を
要
す

六
八

C

る
o

夫
れ
放
に
如
何
に
せ
ば
本
秘
的
容
慨
に
る
べ
き
も

の
を
比
較
的
完
全
に
捕
へ
得
る
か
、
換
一
一
H
せ
ば
本
枕

ω

日
客
値
に
つ
き
一
般

ω庶
則
を
技
〈
方
法
刈
何
は
興
味
ゐ

一
品
問
題

B

込
町
工
。
政
℃
は
北
〈
理
論
や
事
質
上
内
取
扱

ο

一
で
な
〈
請
凶
り
本
税
に
閲
す
る
立
法
例
を
比
岐
馴
究

↑

L
、
(
計
三
)
先
づ
客
間
を
如
何
に
定
培
、
如
何
な
る
利
刻

一
川
町
政
盆
を
客
僧
ご
せ
る
か
を
見
ゃ
う
ご
叫
ふ
o

一
(
註
一
)
机
貼
存
拙
た
る
資
本
状
徒
を
ヒ
む
任
仏
資
本
は
、
究
開
又
は
先

制
的
資
本
と
判
泊
考
へ
ら
れ
て
川
崎
る
。
執
し
抗
徒
枕
印
組
織
を
本
枕
山
山
読

ん
に
よ
り
て
仙

J

ん
す
る
か
、
又
は
所
川
註
本
を
一
般
的
に
爪
却
す
る
、
μ
川

な
ら
ば
、
組
て
刊
誌
本
山
点
を
喧
成
す
べ
き
ど
あ
る
ω

山
ち
地
肌
家
財
袖

野
業
枕
俸
給
品
仙
の
山
科
帥
田
川
貯
目
指
本
収
益
を
捕
λ
ペ
き
ど
あ
る
。
故
に
貨
館

一
的
向
日
本
以
升
山
形
肢
の
も
の
を
合
む
。
か
の
右
四
砧
を

μ拍
に
帥
叫
せ
ざ

る
他
て
の
資
本
川
庄
山
牧
証
を
本
砧
の
非
世
と
す
る
い
山

I
T
ン
、
ア
シ

ρ

ル
ト
、
ザ
ク
セ
ン
、
ァ
ル
テ
ン
プ
ル
モ
槻
年

ω
立
訟
は
、
此
訟
を
長

一
し
た
も
山
と
川
仙
は
る
L

O

父
例
ぱ
旧
往
臨
時
収
杭
(
ザ
ク
セ
シ
、
ア
ル
テ
ン

一
プ
ル
グ
、

f
i
一
ア
ン
、
塊
)
皆
議
貸
し
の
賃
貸
料
(
塊
て
土
地
賃
貸
料
(
バ

イ
エ
ル
シ
)
、
世
割
地
目
階
利
よ
リ
u
v
牧
益
(
ハ

l
J
ア
之
、
即
日
山
北
川
武
川
町
由

貨
貸
料
(
ア
ヱ
ル
ト
)
、
与
を
利
枯
非
噛
と
す
る
旨
を
、
削
別
的
に
光
む

一
る
を
以
て
す
れ
ば
、
種
守
山
形
態
山
も
の
が
採
川
せ
、
む
れ
て
肘
る
こ
と
が

説
は
れ
る
υ

仙
一
般
町
仰
括
中
山
刺
子
所
得
に
課
す
る
も
目
、
例
ぱ
我
が
第
二
和
町

第
二
十
三
谷

(
第
四
腕

ヨ1
λ 
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持
話
回
如
‘
き
も
、
共
性
質
上
資
本
利
子
枇
と
し
て
恒
故
仕
る
、
?
事
あ
れ

r、
蕊
に
は
夫
れ
を
合
ま
向
。

(
註
-
一
)
貸
借
笥
本
心
牧
誌
の
稲
畑
白
斑
維
な
る
は
、
(
一
ュ
)
に
唱
越
す
る
が

如
〈
て
あ
る
が
、
共
収
益

D
h
位
も
亦
究
怖
の
み
で
な
い
。
貨
幣
て
評
備

さ
へ
出
来
れ
ば
、
此
物
給
付
、
拙
利
の
取
得
撃
で
も
は
詣
た
る
叫
り
捕
捉

す
べ
き
て
あ
る
。
例
目
抱
括
的
に
、
在
本
則
よ
り
比
ず
る
品
川
融
市
X
は
貨
惜

的
情
侃
(
パ
イ
品
ル
ン
)
、

5
戒
は
、
別
に
列
凹
唱
し
た
る
待
相
山
資
本
心
枕
詰

(
利
子
、
利
益
町
悦
年
)
ー
と
共
に
、
若
〈
ぱ
央
れ
の
代
り
に
瓜
へ
ら
る
、
特

別
の
報
酬
又
は
利
盆
「
描
逸
)
を
ハ
斤
値
た
る
牧
誼
と
な
す
が
如
き
は
-
一
仰
の
な

で
あ

b
ぅ
。
又
淀
川
附
X
は
貨
物
利
川
由
形
に
時
け
る
年
金
へ
エ
リ
サ
ス
・
ロ

6
 

1
l
リ
ノ
ゲ
シ
)
、
貨
僻
的
、
貨
物
又
は
刺
川
山
市
に
於
け
る
年
金
(
バ

I

J
7

ン
)
と
組
定
す
る
が
削
さ
は
い
拓
也
た
る
年
金
に
就
て
は
、
時
に
北
(
収
益

白
賀
艦
を
胤
(
訴
し
た
も
心
と
瓜
必
。

(
註
=
巴
硝
迎
山
市
凶
、
北
ハ
支
分
同
(
ハ
イ
エ
ル
ン
、
へ
ツ
セ

y
、
メ
グ
レ
ン

フ
ル
グ
、
グ
イ
ア
ン
ペ
ル
グ
、
山
一
ア
シ
、
ア
ン
ハ
ル
ト
、
ザ
タ
セ
ン
、

ア
ル
ア
ン
プ
ル
グ
、
品
リ
サ
ス
・
ロ
l
ト
リ
ン
ゲ
ン
)
、
備
、
峰
、
雄
、
ル

l
マ
ニ

V
山
請
闘
の
事
例
て
あ
る
。
両
も
脚
主
魁
越
し
た
同
一
も
あ
る
が
、

科
料
と

L
た
事
例
は
立
の
年
次
山
も
山
γ
」
あ
る
G

位
U
J

て
芯
皆
的
ど
な
〈

部
分
的
な
附
究
に
止
る
け
れ
ど
も
、

H
帆
桝
を
説
」
に
は
見
る
と
以
ふ
。
山

此
外
に
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
ス
イ
ス
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ナ
斗
ク
ス
ロ
川
キ
ャ
、

〉

セ
ル
ピ
ャ
消
聞
に
事
仰
が
あ
る
山
て
あ
る

J
t有
白
山
田
、
波
聞
は
一
部
一

路
側
、
一
部
峨
剛
山
も

ω
E、
ヲ
ヰ
ク
同
は
填
闘
の
を
ゆ
川
げ
悩
い
Y

て
肘
る

の
て
あ
る
と
云
向
。

制

誕

円

υ宮古一。同門
E
弔
問
昨
日
ヨ
同
町
措
訂

4
0
E
M
m
w

N
F
~【

hH門

N

問。ωo'

雑

紘

資
本
訓
子
枇
山
特
値
に
就
て

バ

イ

エ

ル

ン

の

岳

内

問

畠

何

回

Z
可

S
E
U・
』
広
三
回
∞
沼

(一
E
司

E
E
N司
n
7
2
(『
t
M酬
と
略
ナ
)
同
〈
巴
出
ι
口
・
司
1
3
・

口
白

R
A
M
-
N
m
?
の
・
〈
。
日
正
〉
口
問

3
E
(町
田
同
『
向
日
一
岡
田
百
日
「
闘
争

月
Z
巾一
K
O
H
H
O
-
Zロ
回
「
E
ヨ
向

N∞
凶
同
)
「
ツ
セ
ン
の
巴
・

開
E
E
V
一
ロ
ヨ
町
内
M

白
内
円
円
品
目
白

σ免吋

3
5
円
】
ロ

]
H
t
r
(一目

]
『
副
己
・
出
品
・
同
会
wuy
吟
)
』
メ
ク
レ
ジ
プ
ル
グ
同
o
E
H
F
E
一OE中

E
-
Z
E
E
-
同
・
呂
E
H
e
-
-
目
吋
目

P
H
t
出

ι
H
A
e
{『
)

ヨ

グ
イ
テ
シ
ペ
ル
ク

0
・
u
E同
ι・
同
』
U
M
E
Z
Z
H句

4
0
5
∞

〉
z品-

H吉
凶

(-Ea
『

-
F
H
H
]
出品

M
-
Z
1
2
)
一
エ
リ
ザ
ス
・
ロ

1
ト
リ

y
ゲ
ン
ロ
げ
免
『
午
何
円
E
5
E
C口問

ι・
阿
見
E
問。

F
m
H内山間
ME--

円b
E
Z
F
国

2
0
E
E
M問
〈
。
E
M
守
口
岡
田
由
白
(
】
日
町
田
町
戸
同
〈
【

回
何
回
ア
ピ
凶

3
-
の
-

Z
可
仏
同
町
戸
吉
伸
P
E
2
0円
品
目

HU
』一戸
}M

G
O
H
(ピ
ロ
同
a
白

河

H
H目
出
L
e

同
a
H
刃
向
)
』
ヲ
ク
セ
ン
・
ア
ル
テ
ン

プ
ル
グ
日
の
円
山
町
内
附
見
切
再
生
]
同
言
明

ι

N
比
比
品
目
吉
町
コ
n]
肩
口

C
H
F何回仏

uhoE02耳
目
E
a
F
品
開
門
E
Z
u
t口同

E
ロ
耳
何
円
四
bHEEd回
出
百
円
一
司

Z
可

d。
目

N
O
T
E
M
U
O
N
(宮
司

P

H
阿

国

F
【

!
H
U山
間
)

パ
I
F
ン
の
・
乱
同
省
同
町
内
・

r
E吋
4
2
u
a・
冨
己
N
E白
血

(HMM

『

F
U
H
出品
a
]同
士

H
『
)
J

ア
ン
ハ
ル
ト
・
。
-

n

凶
円
-
P
E
F

同「一円
5
m
gロ
伶
門
口
m
戸
ωロ
同
『
向
山
口
N

己目問
ωω
古口。↓白

σ
E
-
ぺ。一口

ωキ
〉
日
UM-

z
a
(日
目
同

ω
H
4
出
n】

H円
台
牛
肉
)
叩
ロ
シ
ヤ
口
'

Z

【回

目
白
門
OCOH
ロロ同

F

F
ロロ
M
W
Y
E
0
2
2切
の
o-ιr昌国内町己
HOロ
d
o
E
u
o

v‘E
同町田山(ド】
HH
吋

m
w
]口
回

ι
H
M
h
v
p↑同
)
-
7
ヲ
ン

λ
F
o
-

ιロ
ω
匂
』
戸
Mロ
阿
山
山
可
ω
(
同
阿
国
百
印
円
切
戸
】
寸

-o
円040ロ
E
斗
omdh凶-O戸
司
凶
ロ
MOσHI

】

H町
旦
(
叶
E
竺

]
U
E
5
5
奇

E
.
E
M
o
t
u
w臥
凶
日
]
何
百
石
口
Z

第一

f
一-一笹

(
部
附
凱

-
E
4川
)

/、
J、
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錯

資
本
利
子
枇
白
#
縄
に
就
て

雑

第
二
十
三
番

O 

7、
J、

(
品
市
刊
腕

唱耳目

=
P
E
E
-
H
m∞下回目司).、山川

E
L
E
S
Z
Z
H
U闘
争
後
者
山
り
例
・
込
し
て
は
獅
逸
及
共
支
分
岡
山
も
の
を
摩
げ

(
E
B
Z
-
o
-
9
0
E
ι
2
2
0
F
R
E
E
Z
E
-日
ロ
日
一
月
切
符
品
。
(
註
六
)

何
時
〔
門
戸
山
口
叫
ん

4
2
)
は

J
J
問。
-
U
5
ι
-
3
r
zロ
印
z
t
Z口
同

日

ヨ

r
i
-
-
i第

二
に
客
慨
を
指
示
す
る
に
列
血
中
主
義
に
依
る
ご
抱

弓

EM
ロ
ロ
仏
F司
同

o
p
司
自
(
ロ
コ
町

-

h

w

・阿
M
H
Z・国内
-
F
u
u
m
R
)

一
ー

叫
抑
制
附
C

オ
ー
:
:
一

4
5・
C
S
H
U
N
M

。EH霊
山
一
括
主
義
に
依
ゐ
も
り

B

』
が
あ
る

O
M削
岩
は
一
見
に
、
(
イ
)

解記、

(EEισι

合
百
五
n
y
E
S
E
E
E
0
2巳
E
屯
cnz
一
枚
徒
及
北
(
似
た
る
資
本
土
共
に
列
車
中
す
る
も
の
が
ゐ

言
M
E
E
E
H
Z
-
百
七
ご
ル

1
2
ャ
・
の
ぬ
き
沼
町
百
平
一
る
。
上
雄
的
側
、
露
、
十
1
マ
エ
ヤ
、
日
本

ω立
法
は

司
自
国

E
E
E
3
2
込
口
問
。
U一，
H
B
品
目
E
S
E
E
S
o
z与
一
大
抽
出
之
れ
に
脱
す
る

O(前
七
)
こ
は
郎
分
枕
た
る
性
質
上

中
門
)
耳
目

E
S
(
E
?
回
目
何
回
出
品

H
-
H
E
)
中
山
一
来
る
規
定
川
方
法
で
あ
ら
ヲ

o
向
一
般
枇
で
之
れ
仁
脱

口・

3
5
u
o
h。c
s
o
品
目
解
説
。
此
外
上
記
松
町
内
純
計
机
則
一

一
す
る
例
は
千
入
百
九
十
九
年

ω
J
イ
エ
戸

νω
一
中
例
が

例
日
端
、
バ
1

デ
ン
、
エ
ク
サ
ス
倖
あ
れ
y
略

す

。

一

一
ゐ
る
O
(
出
八
)
(
ロ
)
牧
〈
量
的
問
刊
剣
形
態
は
位
指
的
で
共
犠

一

一

一

一
を
列
略
す
る
も
の
が
あ
る
。
獅
逸
品
川
凶
的
事
例
は
之
れ

右
凶
如
〈
本
枕
の
客
側
た
る
牧
八
位
も
、
之
を
生
十
る
一
に
近
い

0
2
3
(
三
ご
[
て
右
(
ロ
)
に
正
反
封
内
定
め

貸
備
資
本
も
柿
々
雑
多
で
ゐ
る
が
、
諸
事
例

ω遇
制
に
方
も
考
へ
ら
る
、
が
、
武
一
山
り
事
例
は
後
見
せ
な
レ
、
次

依
て
知
'
り
得
る
執
は
、
先
つ
第
一
に
、
一
は
部
分
的
に
に
後
者
、
印
L
，
抱
指
主
義
に
も
、
消
極
的
f-
杭
栂
的
ピ

資
本
牧
盆
を
捕
で
他
は
一
般
的
に
課
枕
せ
ん
ご
す
る
り
一
一
遇
。
が
め
る
0

(

イ
)
前
者
は
、
例
ぱ
他
の
牧
徒
枕

も
の
が
あ
る
副
一
苫
ゐ
品
。
前
者
以
却
も
部
分
枕
で
、
後
者
で
抗
伎
に
一
誠
枇
せ
ら
れ
な
い
V

も
り
恥
本
枕

ω客
他
正
す

は
一
般
税
で
ゐ
品
。
前
者
は
例
ば
千
八
百
七
十
一
一
年
の
る
ご
一
再
ふ
が
如
き
定
的
方
で
、
ず
ク
セ
ン
、
ァ

w
-
7
y

仰
凶
山
有
償
泊
券
牧
人
税
・

F
1
7
-一
ヤ
凶
資
本
利
子
フ
U
Y

グ
‘

j
1
デ
ン
・
へ
ツ

z
v
、
ァ
y

ρ

U

F

ト
、
助
一
す

税
、
露
凶

ω
貨
幣
資
本
牧
入
枕
り
如
き
で
ゐ
る
O

(

計
止
の
校
法
に
表
れ
て
居
る

0
2十
)
(
ロ
)
牧
者
は
本
枕

ω
客

我
が
資
本
利
子
枕
も
此
れ
仁
魁
す
る
慌
で
ゐ
る

0
2
?と
髄
り
何
た
る
か
を
排
他
的
で
な
〈

L
て
抱
括
的
に
定
む

XXX に。セルピヤは F.•. XLTI sd. II. S. 3"9の Register に且え F.a 
にるる由。 S) Popitz:; a. a. O. S. 60S (チエク闘)S. 609 (拙国)。
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~ 

読
本
利
子
枇
山
'
骨
組
に
就
て

第
二
寸
三
谷

雑

「
第
四
銃

プミ

) 

ハ
λ
凹

社
此
刷
、
昆
業
伯
忠
世
唱
は
拙
行
制
金

ω
利
子
叉
は
貸
付
信
託
の
利
益
、
(
乙
棋
は

U
に
八
十
一
年
の
税
法
か
、
b
と
且
「
る
。
誰
し
設
定
。
時
即
ち
千
λ

柿
)
第
一
一
一
利
所
作
粘
り
納
税
義
務
者
山
鋲
三
判
所
持
松
中
心
非
皆
栄
貸
金
百
四
十
八
年
白
枯
訟
は
甚

L
t抱
括
的
て
叫
後
二
則
小
倍
正
が
加
へ
ら
れ

ー
は
川
企
申
刺
子
、
と
一
ん
む
る
。
法
人
的
貸
附
金
利
子
、
株
式
見
他
合
凪
凡
十
一
年
に
大
此
革
を
さ
れ
た
の
て
あ
る
か
ち
で
あ
る
。

H

N

b
に
、
千

組
合
山
村
分

ω
利
佳
白
削
き
は
非
位
外
て
あ
る
。
又
前
却
の
従
講
の
第
二
九
百
十
年
内
砧
訟
で
観
た
抱
括
的
に
陥
っ
た
。

泊
所
得
枯
山
見
解
M
E
甲
極
々
本
利
子
枕
に
平
川
せ
ば
m
剖
引
制
子
も
持
(
註
九
)
同
岡
山
枯
訟
で
は
山
作
曲
を
L
L

分
し
て
、
暗
ん

E
怒
背
的
に
そ
の
源

問
で
な
V
Q

叫

す

る

に

部

分

枯

に

近

い

と

せ

ね

ば

な

ら

向

。

を

却

-
K
し
て
肘
る
。
納
早
な
の
を
例
示
す
れ
ば
、
会
心
弦
錐
怖
に
政
犯
し

(
註
穴
)
一
例
を
鼎
「
れ
は
、
資
本
財
止
の
枇
証
、
並
U
に
年
金
及
拡
他
山

X
は
訟
持
を
遊
行
し
た
る
公
的
制
一
寸
(
ニ
凱
)
、
、
契
約
に
非
〈
仙
山
岡
山
利

牝
入
に

L
て
、
此
与
が
凶
作
曲
土
地
(
家
起
を
骨
む
)
山
所
有
加
は
皆
利
的
合
子
、
的
桃
山
肌
叫
が
六
ケ

H
以
上
に
一
一
包
る
坊
A
H
ι

は
叫
定
利
子
に
も
泊
川

染
内
料
辞
よ
り
比
ず
る
か
、
弘
〈
は
(
叫
私
文
は
過
去
山
)
必
働
、
削
必
又
す
、
民
法
同
九
十
六
、
百
九
十
七
峰
記
載
山
柿
剣
山
抗
措
に
附
す
る
場
合

は
州
刷
業
円
相
酬
な
ら
ざ
る
似
り
、
下
白
川
定
に
よ
り
て
資
本
別
子
科
を
叫
に
は
布
川
川

E
-
ケ
M
T

と
す
(
削
脚
)
と
討
ふ
が
如

L
U
耐
て
北
九
牝
徒
に
就

叫
す
と
公
ふ
が
如
き
て
あ
る

o
n
-
-而
て
夫
れ
に
続
い
て
計
一
十
山
枠
制
い
て
は
特
別
内
出
川
U
A

は
利
征
を
資
本
牝
抗
ム
L
H
比
倣
す
こ
と
前
地
内
語
り

を
例
一
M
し

て

肘

る

。

ど

あ

る

。

従

て

収

八

世

は

地

拍

的

τ拡
川
酬
は
列
印
刷
的
て
あ
ゆ
と
川
品
ふ
。

(
佐
七
)
拙
く
九
凶
作
に
は
列
場
主
義
と
は
去
へ
ぬ
か
も
知
れ
由
、
査
L
剖
四
一
株

L
岳
部
総
有
的
内
列
邸
ヘ
て
あ
る
と
す
る
前
払
あ
る
Q

別

及「
h

に
妨
げ
た
m怖
に
、
各
闘
の
事
例
に
は
共
に
抱
括
的
な
概
念
が
、
珠
に
一
(
位
十
)
品
川
れ
山
〆

l
J
T
ン
の
仰
を
尋
問
。
エ
り
サ
司

7
ロ
ー
ト
リ
シ
ゲ
シ

芯
が
川
ひ
ら
れ
て

M
る

か

ら

て

あ

る

。

?

と

も

悉

誌

の

裂

と

は

一

は

、

航

空

値

と

し

て

は

践

活

指

忠

告

し

、

免

君

事

、

な
い
ω
然
ー
し
比
択
的
肌
一
ん
さ
れ
た
も
の
を
列
器
せ
る
芯
て
は
一
つ
山
刑
事
一
円
巳
内
持
品
誌
に
川
ゆ
る
も
川
、
己
に
地
利
家
保
ツ
品

?
bれ
て
肘
る

主
誌
と
見
る

Q

一
も
の
を
先
砧
ナ
と
見
晶
、

2

泊
杭
的
に
仙
定
し
て
肘
る
。
鈍
接
的
。
一
特

(
匙
八
)
比
一
怖
を
例
討
す
れ
ば
、

A
館
、
官
官
同
債
支
分
間
債
市
町
村
的
此
一
例
ど
あ
る
。

仙

の

公

弘

同

組

仙

の

利

子

且

年

金

、

挽

保

附

貸

金

、

械

情

誼

券

及

抗

措

、

一

三

土

地

位

置

代

抗

出

主

計

鉱

山

又

は

り

前

章

一

の

持

位

、

身

元

長

他

一

更

に

杭

税

容

雌

5
0れ
て

居

る

資

本

収

手

伊

丹

対

抗

し

山
作
訟
企
、
仇
記
金
J
M
持

企

手

附

金

白

地

、

駒

山

地

手

形

的

措

、

共

他

山

刺

一

一

[

町

一

て

見

れ

ば

大

関

次

の

徒

に

分

類

す

る

を

得

る

。

子
附
明
日
本
投
首
よ
り

ω
利

子

及

年

金

。

と

云

ふ

棋

に

川

成

制

か

〈

列

山

中

里

F
り
れ
て
間
三
一
工
禅
守
八
百
九
十
丸
年
の
枇
訟
は
千
八
百
八
土
年
の
約
内
凶
日
常
偵
の
利
子
類
。
此
碑

ωも
の

は

狐

泉

課

枕

法

腕
訟
を
副
長
相
、
三
組
牢
由
叫
に
修
正
を
削
へ
た
も
白
ど
あ
る
か
ら
、
釦
此
列
を
押
料
れ
ば
、
大
館
訟
努
の
存
在
せ
る
正
否
ど
を
附
は

Ji，tては Ehehcrg: Fw. 18-19 Auf. '922. S. z83-Popitz. n. n. O. S. ()09・J Vo唱

gel: a. a. O. S. 39é 仔事 ~5'o 11)) 中村総男氏: 1.ム入所持及所m~、三腕、
n二九七四二 j ベolL知事弘氏 改正所1:nl、泊北、内服、正印式。") 有併利
子世に則する社宮司自明(大臥mn油 日 政 炉11、班、頁[コニ)0 li) 必，djsches
c山 C1Z(':1. n. 0) 能。 18) -B 1)"Cr!5Chcsιv. 189り a.a. 0 ー陪 AYJ}:。



十
、
偵
一
僻
者
ハ
り
誰
人
な
る
か
叉
如
何
な
る
同
類

ω利
子

脱

ω俄
地
が
大
で
あ
る
o

特
に
幌
術
又
は
詩
書
占
ぜ
光
分

な
る
か
わ
4
論
背
中
し
亡
説
徴
L
得
る
川
出
利
が
あ
る
o

之
に
具
ヘ
ゴ
る
も
の
は
そ
う
で
あ
る
o

貝
、
銀
行
、
組
合

れ
公
人
自
ら
偵
務
者
で
ゐ
る
か
又
は
舵
督
が
比
蚊
的
一
群
一
叉
は
金
庫
等

ωも
の
は
、
幾
分
察
易
で
、
預
金
利
子
は

易
な
る
に
よ
る
o
且
つ
所
調
利
札
税
ピ

L
工
畝
微
[
符
一
源
以
政
枕
も
山
来
る
o

俗
桂
川
W

類
に
近
い
o

此
日
開
に

る
も
此
州

ω
も

ωで
ゐ
る
。
之
れ
に
は
内
国
公
似
、
枇
一
は
預
金
貸
金
、
交
互
計
算
上
の
及
償
還
金

ω残
額
、
利

償
、
共
仙
法
人
山
債
務
川
町
件
7
h

株
式
、
共
他
げ
枇
又
は
一

r
T
附
た
る
前
波
金
手
附
金
保
設
金
未
捌
金
等
の
利
子
、

組
台
り
持

1
1
隷
記
を
要
す
る
依
雌
(
ほ
慌
仙
北
(
他
)
、
一
用
益
縦

ω
牧
徒
・
土
地
家
日
開
傍
業
的
賃
貸
料
等
が
泌
す

公
人
仁
封
す
る
供
記
念
、
保
治
金
等

ω
利
子
、
利
徒
配
一
4
0
0

常
等
が
泌
す
る
ο

内
同
公
似
利
子
は
仙
凶
が
自
凶
々
的
一
一

ω年
令
刻
。
此
械
の
も
の
が
客
輝
た
る
に
は
、
勢
務
の

を
公
仇
政
策
上
全
然
凱
せ

3
る
ご
、
露
、
ル
!
?
-
一

γ

一
部
川
で
な
レ
一
端
、
印
も
資
本
投
資

ω吹
盆
た
る
を
原
則

が
特
川
則
的
も
り
を
見
枕
ご
せ
る
外
各
同
共
に
以
ず
る
υ

一
ご
す
る
o

且
比
純

ωも
の
は
客
蝉
た
る
可
き
牧
盆
三
克

株
式
、
其
他
命
同
枇

ω利
佳
配
嘗
に
は
、
己
に
符
業
枕
を
本
山
り
渋
L
崩
し
部
分
さ
を
分
離
し
雄
い
の
で
、
雨
者
を

法
人
に
抑
附
す
る
場
合
見
枕
ピ
す
る
事
、
日
、
露
、
壊
、
ア
合
的

E
客
純
正
す
る
o

而

τ之
れ
に
は
牧
市
盛
山
賀
憧
を

ア
ン
山
ル
ト
、
へ
ツ
七

y
、

F
1
7
-一
ヤ
等
の
如
き
が
一
底
〈
特
に
定
む
る
事
例
ゐ
る
は
註
ニ
に
逃
ぺ
た
所
で
ゐ

ゐ
る
o
曾
枇
の
中
、
無
限
責
任
枇
民
の
持
分
に
は
弛
枕
一

eco
課
徴
捕
依
り
蛾
H
押
は
、
目
白

ω制
度
で
あ
る
か
、
な

す
る
例
も
ず
Q

O

例
ば
千
九
“
十
年

ωバ
イ
エ
ル
ン
、
一
人
間
ゆ
均
約
に
よ
る
か
で
異
台
、
前
者
の
場
合
は
源
泉

バ
l
Jア
ン
、
濁
逸
常
凶

ω事
例
の
却
し
。
十
一
的
に
容
易
に
捕
へ
得
品
。
此
稲
仁
は
、
相
総
年
命
、
仙
特

例
預
金
作
品
金
り
利
子
刻
。
今
日
の
如
(
複
雑
で
民
議
化
一
身
年
金
、
山
延
期
年
金
の
外
、
終
身
扶
助
料
出
寡
姉
扶
助

の
激
し
い
交
泌
経
済
で
は
、
其
農
相
が
捕
へ
雛
く
、
従
料
山
王
室
年
金
“
等
を
合
む
。

っ
て
侠
雌
債
務
り
何
れ
の
側
で
課
徴
す
る
も
、
隠
川
同
地

ω細
引
利
子
類
。
例
ば
手
形
又
は
共
他
の
殺
体
?
の
割
引

(
品
削
批

雑

偽

資
本
村
子
柑
の
客
世
に
杭
て

第
二
十
三
巷

~ーノ、
= 
V 
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総

資
本
刺
子
枕
の
非
櫨
に
就
て

雑

利
子
、
貸
県
庁
ら
れ
た
も
の
よ
h

以
上
に
返
遁
き
る
、

無
利
子
の
定
期
債
権

(
N
E
F
E
2
5
m
)
、
共
他

ω無
利

子
伏
慌
に
合
ま
れ
ず
居
る
利
子
、
無
利
子
債
券
の
制
精
一

金
り
如
き
で
あ
る
o

此
純
の
も
の
は
先
づ
利
子
の
後
見
一

が
囚
雑
で
あ
る
。
放
に
、
叉
並
(
性
質
上
債
権
者
的
申
告
一

仁
依
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
性
質
を
持
っ
て
居
る
o

従
っ
て
疑
一

し
き
場
合
に
は
め
る
釧
合
の
利
子
を
合
む
も
の
と
右
民
一

倣
4
な
ど
、
擬
制
を
設
〈
る
に
至
る
。
外
凶
川
り
有
償
泣
一

券

ω利
子
、
利
盆
配
常
も
亦
此
類
に
近
い
性
質
を
抗
つ

て
居
る
。

大
略
、
右
の
如
〈
四
分
し
得
る
も
倫
特
殊
事
例
ト
ー
し
て

見
ら
る
、
若
干
が
め
る
。
例
ば
遺
産
の
利
子
、

dm

或
柿

切
保
険
臼
一
枇
内
り
被
保
険
人
の
保
険
料
準
備
令
の
利
子

2

の
如
き
は
夫
れ
で
あ
る
。

如
比
、
牧
盆
も
牧
盆
を
生
h
u
投
資
も
閉
山
々
雑
多
で
あ

る
が
、
課
徴
凶
上
仁
各
々
難
易
り
差
が
ゐ
る
o

一
応
に
公

平
拠
ー
叫
川
り
上
か
ら

f
れ
ば
.
此
等
総
て
を
謀
枕
す
る
事

の
可
否
が
問
題
ご
な
る
。
そ
れ
は
此
等
が
山
市

L
t
何
の

科
皮
迄
紛
付
能
力
を
現
し

τ居
る
か
い
γ

問
題
で
め
る
に

基
〈
。
ど
も
あ
れ
従
来
的
税
訟
上
以
っ
て
和
靴
客
腿
ピ

第
二
十
三
谷

(
弟
州
都

、、A

、

一'
J
J
P

一
六
回
)

し
て
捕
捉
せ
ん
ご
カ
め
ら
れ
た
も
の
、
大
総
は
上
越
の

様
で
あ
る
。

四

要
之
、
従
来

ω税
法
上
の
本
枕

ω客
純
正
す
る
も
の

は
相
常
伎
雑
壬
あ
る
。
が
大
別
す
れ
ば
、
内
凶
公
依
利

子
・
預
金
貸
金
利
子
、
年
金
、
例
引
利
子
剣
山
岡
ご
な

す
事
が
山
家
る
υ

而
て
犬
れ
等
を
規
定
す
る
に
列
血
中
古

抱
括
山
二
主
義
が
あ

h
、
採
持
す
る
上
に
部
分
的
な
る

ご
↓
般
的
な
る
ご
が
あ
り
.
且
刷
州
地
系
ピ
仰
閥
系
的
ニ

沈
が
あ
る
o

北
(
何
一
れ
山
主
義
を
採
ら
、
何
れ
の
系
統
に

依
る
や
は
.
大
崎
各
国
川
純
済
事
情
E
税
制
就
中
所
得

税
v

収
(
他
税
の
粗
削
酬
如
何
ピ
に
基
〈
ご
ご
が
多
い
。
向

又
本
枕
設
定
り
動
機
や
本
枕
山
兎
枕
事
前
引
に
よ
っ
て
も

客
他
り
柿
枕
範
凶
は
何
時
る
o
伎
に
精
細
に
見
て
ゆ
け
ば

各
国
夫

μ
F
¥
に
特
色
を
持
っ
て
、
(
叫
t
一)而
h
上
越

の
主
義
又
は
流
れ
に
ほ
っ
て
居
る
は
で
ゐ
る
。

(
註
十
一
)
刑
ば
ヘ
ツ
セ
ン
、
ザ
グ
セ
シ
・
ア
ル
テ
ン
フ
ル
グ
が
共
に
完
本

叫
川
市
松
抗
を
市
川
的
拙
抗
的
に
況
冠
し
て
而
も
牝
抗
を
純
代
誌
と
定
め
た

る
如
き
、
主
グ
イ
テ
ン
ペ
ル
グ
ポ
年
金
制
を
事
〈
l
l
!
凡
と
の
一
判
制
の
年

金
田
幹
身
年
企
修
身
扶
助
料
定
期
年
金
利
箇
年
金
、
王
室
や
計
法
に
依
り

一保三也E。品tL-き坊告はfJi陪銅山 4% を以て評f買す。
八時 (Zinsenuncl Rcntcnstcucr) 釘) Deu臼 c1>目

28) Wuttembergisches G.一路三腕且回焼。

yel'isches G. v， 1910唱

剖 Anha1t司配heき G. 
Reichsζesetz V. 1920 



正
古
川
=
パ
山
武
任
た
る
に
討
日

ω
ヨ
今
年
A
世
代
山
判
山
川
氏
小
町
此
刊
行
白
川
扶

助
川
打
加
Y
と
し
て
の
収
入
と

K
む

l
!
?』
将
川
し
た
る
が
如
き
、

h
p
H
H
山
仰
凶

が
山
内
々
的
山
利
一
十
吉
川
帆
帥

ι仰
と
せ
ざ
る
、
戒
は
時
間
が
向
1
法

F
F
M

J
t
t

』

U
I
C
島
ト
パ
泊
予
二

E
t
p
t
J
官

t
k
J
7
H
1
、、

V

』叶
J
d
H
H
t
g
E
9
l
m
l
，q
ト

chMJ14耐
d
+需
品

y
自
?
?
5

阿
一
耐
し
た
る

Y
酌
如
き
北
岡
山
柿
色
と
一
一
向
ひ
作
る
印
m
C
乱
る
。

(
一
五
、

λ
、
五
)


